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平成 ３年 建設省（当時）入省 
（土木研究所水門研究室研究員） 

平成 ９年  在イラン大使館二等書記官 
平成１９年 国土交通省関東地方整備局 

甲府河川国道工事事務所長 
平成２４年 愛知県建設部河川課主幹 
平成２７年４月から現職 

技術士（河川、砂防及び海岸、海洋） 
気象予報士 

当日のサロンの様子 

お話の概要  

・ 時間雨量が５０mm を上回る豪雨が全国的に増加しているなど、近年、雨の降

り方が局地化・集中化・激甚化している。また、平成２６年８月広島で起きたバ

ックビルディング現象による大規模土砂災害や、フィリピンへのスーパー台風の

襲来、大規模な火山噴火等の発生のおそれなどが起きている。そうしたことから、

既に明らかに雨の降り方が変化していること等を「新たなステージ」と捉え、防

災・減災のあり方について説明をいただいた。 

・ これまで洪水は、地震や津波等の対策に比べて最悪の事態の想定（１０００年

に一度の対策）をされていなかった。そのため、最悪の事態も想定して、個人、

企業、地方公共団体、国等が主体的に、かつ、連携して対応することが必要とし

て今後の検討の方向性について検討がなされている。 

・ 事例として、昨年１０月に台風１９号が大阪に上陸するため、JR の電車の休

止や USJの１６時の閉園、野球開催中止等の自主的行動として、タイムラインに

沿った台風への対策など、ハードでの解決以外の対策が見られた。こういった主

体的かつ、連携して対応する体制などが望まれているとした。 

 

意 見 交 換  

の 概 要 

・ 気候変動の対応として、どのように考えていくのか。最悪の事態を超えてくる

こともあるのではないか。 

 ⇒他の国においても、気候変動について止められない。緩和策として捉えていく。 

・ 最悪な事態を想定するなど、様々な検討が国でなされているとのことだが、実

際に主体的に連携して対応していくためには、多くの方にじわりじわりと伝えて

いくことが大切ではないか。東日本大震災も経験し、現状では、最悪のシナリオ

を想定した内容についても理解が得られるのではないか。 

・ 具体的な話として、身近な取組として自治会があるが、その中で近所にどんな

方が住んでいるのか、個人情報の関係で分からないなど、市民が協力して対応し

ていくには、様々な課題がある。そういった事も考えていかなければいけない。 

記 録 者 の 

ひ と こ と 

・新たなステージとして洪水への最悪の事態を想定し、様々なお話しをいただいた。

多くの自治体がコンパクトシティの実現を目指し検討がなされているが。気候変動

による対策も具体的に考えていく必要があると感じた。 

≪都市懇サロン運営部会 委員 島津 雅充≫ 

 


